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注２：Scientific Assessment of Ozone Depletion：2002（WMO, 
2003）
注３：世界気候研究計画（WCRP）のプロジェクト
Stratospheric Processes and their Role in Climate（SPARC）
の下にChemical Climate Model Validation（CCMVal）とい
う国際プロジェクトがあり、世界のオゾン将来予測モデル
では、共通の温室効果ガスとフロン・ハロンシナリオを使
って計算し、オゾンの長期変動のプロセスを解明する活動
を行っており、今回もそれに則って行われた。
